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本荘由利森林組合だより� 2

　平成26年３月30日任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事20名、監事３名が決定しました。�

理事第１区から第７区は無投票で当選者が決定しましたが、理事第８区及び監事全地区は３月10日の投�

開票で決定しました。新役員の任期は３月31日から３年間です。新役員と選挙結果は次の通りです。�

平成25年度　本荘由利森林組合役員選挙�

○理事20名�

［第１選挙区］�

　１　初　　　東　一�

　２　佐　藤　健　一�

　３　猪　股　長　一�

　４　三　浦　　　功�

［第２選挙区］�

　１　鈴　木　敏　規�

　２　荘　司　範　彦�

　３　齋　藤　惣一郎�

［第３選挙区］�

　１　小　番　　　勲�

　２　佐　藤　勝　栄�

［第４選挙区］�

　１　工　藤　喜　作�

　２　伊　藤　修　二�

［第５選挙区］�

　１　熊　谷　典　夫�

�２　佐々木　法　夫�

［第６選挙区］�

　１　佐　藤　喜久一郎�

�２　鈴　木　　　充  �

［第７選挙区］�

　１　小　松　佳　和�

�２　畑　山　作　喜�

�

（定数４名　届出順）�

（再任）由利本荘市赤田�

（再任）由利本荘市薬師堂�

（再任）由利本荘市雪車町�

（新任）由利本荘市川口�

（定数３名　届出順）   �

（再任）にかほ市樋目野�

（再任）にかほ市伊勢居地�

（再任）にかほ市象潟町横岡   �

（定数２名　届出順）   �

（再任）由利本荘市矢島町立石�

（新任）由利本荘市矢島町田中町�

（定数２名　届出順）   �

（再任）由利本荘市岩城内道川�

（再任）由利本荘市岩城滝俣�

（定数２名　届出順）�

（再任）由利本荘市東鮎川�

（新任）由利本荘市五十土�

（定数２名　届出順）�

（再任）由利本荘市鳥海町上川内�

（再任）由利本荘市鳥海町上笹子�

（定数２名　届出順）�

（再任）由利本荘市東由利田代�

（再任）由利本荘市東由利宿�

�

［第８選挙区］　 　（定数３名）�

　当選　227票　藤　原　正　一�

�当選　128票　岡　見　晃　一�

　当選　114票　小　松　幸　夫�

　次点　107票　佐々木　幸一郎�

　　　　・総選挙権者数　1,192人�

　　　　・投票総数　579票　・無効投票　3票�

　　　　・投 票 率　48.6％�

�

○監事3名�

［全地区］　　　　 （定数３名）�

　当選　637票　加　藤　貞　藏�

　当選　307票　加　藤　　　進�

　当選　277票　村　上　佐左衛門�

　次点　106票　畠　山　清　昭�

　 32票　池　田　穎　生�

　　　　・総選挙権者数　5,706人�

　　　　・投票総数　1,371票　・無効投票　12票�

　　　　・投 票 率　24.0％�

�

�

�

（新任）由利本荘市及位�

（再任）由利本荘市岩谷麓�

（新任）由利本荘市小栗山�

　　　　由利本荘市小栗山�

�

�

�

�

�

�

（再任）由利本荘市岩谷町�

（再任）由利本荘市西目町西目�

（再任）由利本荘市鳥海町才ノ神�

　　　　由利本荘市中田代�

　　　　由利本荘市西目町西目�
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第１９回造林コンクール表彰授与式・林業講演会�第１９回造林コンクール表彰授与式・林業講演会�第１９回造林コンクール表彰授与式・林業講演会�

　平成26年２月20日（木）本荘グランドホテルで第19回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与式及�

び林業講演会を開催しました。今回のコンクールでは収穫間伐の部、幼齢林の部、枝打ちの部の３部門�

で６名の方が受賞されました。�

　林業講演会では女優の葛城奈海氏を講師にお招きして「最近の林業情勢や特色ある地域の取り組みに�

ついて」を演題にご講演いただきました。森との関わり、環境問題について、森林・林業取材を通じて�

感じたことや今後の課題を説かれ、現状から今後の林業について熱のこもったお話をいただきました。�

～ 受賞おめでとうございます ～�

林　業　講　演　会�

１位　由利地域振興局長賞�

　　　　　　齋藤　　均　氏（象潟地区）�

１位　由利森林管理署長賞�

　　　　　　前 郷 区 会（由利地区）�

２位　県連合会長賞　　　　　　�

　　　　　　鈴木　直美　氏（岩城地区）�

３位　森林組合長賞　　　　　　�

　　　　　　佐藤　耕一　氏（本荘地区）�

�

�

収穫間伐の部�

森林組合長奨励賞�

　　　　　　堰 口 集 落（由利地区）�

幼齢林の部�

森林組合長奨励賞�

　　　　　　佐藤　宗雄　氏（矢島地区）�

枝打ちの部�

（1位）齋藤均氏受賞林分� （1位）前郷区会受賞林分�
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（平成26年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

平成２５年度  行政連絡協議会�

　２月25日、森林組合、由利地域振興局、由利本荘市、に�

かほ市の担当者が参加して行政連絡協議会をホテルアイリ�

スで開催しました。��

　県、市、組合それぞれの事業推進状況の報告及び由利管�

内の林業振興を目指した新規事業等について意見交換を行�

いました。�

　相続加入届を出される場合、相続人を確認できる書類の添付をお願いして�

おりますので、皆様のご理解とご協力をお願い致します。�

「確認可能な書類例」�

�◎登記関係書類　◎固定資産税納税通知書等�

～ 相続加入届について ～�総務課よりお知らせ�

1　月　10　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

2　月　4　日�

本荘由利木材流通センター�樹種� 材長�

　C

3.65

径級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（3, 870）�

13, 932

（3, 287）�

11, 836

（3, 578）�

12, 881

（4, 476）�

16, 115

（3, 960）�

14, 259

（4, 808）�

17, 309

（4, 108）�

14, 789　�

（3, 272）�

11, 782　�

（4, 766）�

17, 159　�

高　値� 安　値� 平均価格�

3　月　3　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

（3, 781）�

13, 612　�

（3, 062）�

11, 024　�

（3, 515）�

12, 657　�

（3, 645）�

13, 123　�

（3, 271）�

11, 778　�

（4, 118）�

14, 825　�

（3, 250）�

11, 700　�

（3, 049）�

10, 979　�

（3, 196）�

11, 508　�

出材量・販売量・販売率�1,348㎥（4,852石）・1,348㎥（4,852石）・100％�1,255㎥（4,518石）・1,202㎥（4,327石）・96％�1,127㎥（4,057石）・1,108㎥（3,988石）・98％�

1月：常連の量産工場と山形・新潟県勢の参加で、各径級とも強含みで完売。材の確保に向かう姿勢が顕著で好値の取引。�

2月：常連の量産工場と山形県勢が手当をし、劣材以外は完売。相変わらず強い引き合い。�

3月：常連の量産工場と県外勢の応札によりほぼ完売。穏当な価格に落ち着いてきた感がある。�
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